
「「文文理理融融合合」」とといいううこことと ――ああるる連連歌歌師師のの紀紀行行かからら――

校長 浅 田 徹

室町時代の話である。大永二年（1522），連歌師宗長は駿河国の自分の庵を出て，伊勢を経由して京都へ向

かう旅路についた。宗長は宗祇の第一の高弟にして，室町時代後期を代表する連歌師であり，生涯に多くの

旅を経験し，その記録はいくつもの紀行文となっている。この時の記録は『宗長手記』の名で知られ，岩波

文庫『宗長日記』に収められているので，以下の引用はそれに拠っている。

宗長は尾張から舟で伊勢に向かい，伊勢神宮に参拝の後，秋八月に再び出発，海岸沿いに北上して，鈴鹿

越えのルートで京都へ行こうとする。しかし，その途中「雲津川，阿野の津のあなた，当国牟楯のさかひに

て，里の通ひも絶えたるやうなり」という障害があることがわかる。「牟楯」は合戦のことで，このあたりの

二つの勢力が戦争状態にあったのである。戦場であるから，普通は危険で通行できない。ただ，連歌師は非

武装で，時には和平交渉に関与することもあったほどなので，宗長は両勢力のそれぞれに連絡を取り，何と

かこの地域を通過することができた。その際，彼は阿野津の思わぬ惨状を目にすることとなる。

「この津，十余年以来荒野となりて，四，五千軒の家・堂塔あとのみ。浅茅・蓬が杣，まことに鶏犬は見え

ず，鳴く烏だに稀なり。」

阿野津は伊勢国安濃郡，現在の三重県津市の海岸にあった港湾都市である。室町時代には，九州の博多と

並ぶ繁栄を誇った港だった。しかし宗長が通過したとき，ここは草茫々の荒野と成り果てており，四，五千

軒の家屋や寺院の塔も「あとのみ」残るという壊滅的な状況だったのである。人間がいないばかりか，鶏も

犬もいない。腐肉をあさるカラスすらほとんど見当たらないという廃墟だった。尋常のことではない，何か

がこの町を襲ったのである。

さて，この港湾都市を襲ったのは，何だったのだろうか。岩波文庫が刊行された 1975 年にはわかっていな

かったため，文庫本の脚注には何も記されていない（校注者は連歌研究の大家だった故・島津忠夫氏）。その

裏にあった事実は，実は古地震学の発展によって明らかになったのである。

明応七年（1498）八月二十五日のこと，東海地方を大地震が襲った。以下の記述は矢田俊文氏『中世の巨

大地震』（2009，吉川弘文館）に拠らせて頂くが，地震の規模を示すマグニチュードは 8.2～8.4 だったと推

定される。そして極めて広範囲に巨大津波が襲来した。古記録によると「伊勢・三河・駿河・伊豆，大浪打ち

寄せ，海辺二，三十町の民屋ことごとく溺水，数千人命を没す」と言う。伊勢国だけで数千人の命が失われ

たとする記録もある。繁栄を極めた阿野津はこの津波の直撃を受けたのである。宗長が「四，五千軒の家・

堂塔あとのみ」と言っていたのは，家や塔頭の基礎だけが残り，家屋が引き波でさらわれていった跡の様子

だったのだろう。東日本大震災の後，我々も目にした，あの風景である。

この時の地震（明応地震）は，いま我々が言う「南海トラフ地震」そのものである。津波被害は現在の三

重県だけでなく，静岡県や和歌山県の沿岸でも甚大で，浜名湖付近の港湾都市，橋本宿も壊滅している。宗

長の紀行文は，その貴重な記録だったのである。

しかし，巨大津波の被災地とはいえ，宗長が阿野津を通りかかったのは，地震から 24 年も経った後のこと

だ。その間，なぜ部分的にでも復興ができなかったのだろうか。もちろん，規模の大きな港湾施設が破壊さ

れてしまったら再建は困難だったかもしれないが，宗長の記録からは別の要因があったことも推測できる。

それは，戦争である。前述の通り，このあたりでは「牟楯」が絶えなかったと記されていた。戦争が民衆の

暮らしの再建を阻む最大の要因であることは，現在の世界を見ても明らかなことであろう。現在の研究に拠

れば，この港湾が（おそらくは位置を移して）復興したのは地震から五十年も経ってからであった。
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宗長の記録によると，彼はこのあと「阿野の津を㏥きたる里」（阿野津からᑡしෆ㝣にධった場ᡤにある里）

に㏸␃したが，その宿は「ሷ屋のやうなる➚ⵌき」のᑠ屋で，高名な連歌師が宿Ἡに೉りるような家ではな

かった。それは，その里自యの㈋しさを推測させる。そしてそこには阿野津の人々がఫんでいた，とある。

௒の言ⴥで言えば，それは津波被害を㏨れた人々が௬ఫまいをする「௬設ఫᏯ」の㞟ⴠだったのに㐪いない。

ఫ人たちは宗長の฿来を知り，「ぜひ一⥴に連歌を」と᠓㢪した。宗長はᢎㅙして，ඹにⓒ㡩連歌をᕳくが，

その発ྃ（宗長自㌟のస）を彼は᭩き残している。

「ᖐる世をᚅつやしら波秋の海」

この発ྃに宗長は「この里，もとの津㑏ఫのあらまし事なる࡭し」とみずから注している。௬設の㞟ⴠか

ら，もとの港町に㑏って暮らしたいというఫ人たちのᕼᮃを代ᘚしたのだ，というព࿡である。津波が来た

とき子どもだった者はすでにኊ年になり，ぶたちの世代の者は⪁年を㏄えていただろう。しかし彼らはなお

も，もとの町にᡠりたいという㢪いを失わなかったことがわかる。宗長の発ྃの「ᖐる世をᚅつ」は「いつ

かᖐれる時をᚅっている」ということ，「しら波」には「知ら（ず）」が᥃かって「その時はいつになるかわか

らない」ということであろう。ⓑ波の❧つ秋の海が║前には広がっている。地震が㉳きたのも秋のことだっ

た。その海には，ఫ人たちの家᪘や知ᕫが数知らず引きཤられていったはずである。発ྃの「ⓑ波」には，

津波のᫎീも重ࡡられていたのかもしれない。

宗長はఫ人たちの思いをඹ᭷し，彼らとඹにⓒ㡩という一つのసရをసり上ࡆた。東日本大震災の後，多

くの࢔ー࢕ࢸストたちが被災地をゼれ，↓ൾのάືを⥆けたことは記᠈に᪂しい。宗長はここで，被災者た

ちとඹに࢔ート・ࣃフ࢛ーマࣥスを行ったのである。

『宗長手記』が何を言っていたのかを我々が理ゎするには，古地震学の⥥ᐦな研究のຓけがᚲ要だった。

，ても࡭スの力を೉りなくては，わからないことがあるのだ。しかしྠ時に，いくら地ᒙの⑞跡をㄪ࢚ࣥ࢖ࢧ

被災者たちのᚰ᝟がㄞみ取れるわけではない。復興をᮃむ人々の思いを戦争が㋃みにࡌっていったことも，

わからないだろう。そして，その場ᡤで࢔ートに何ができたのかも，知ることはできないはずである。事௳

は人間の♫఍の中で㉳きている。⛉学も，文学も，Ṕྐ学も，ⱁ⾡学も，す࡭てがືဨされる࡭きだ。

ちなみに『方୔記』にも，京都を襲った大地震の᭷名な記事があるが，ほかに㣴和年間（1181�1182）の大

㣚㤡のᥥ෗もある。᫓・ኟは᪭ኳ，秋・෤は大風やὥ水が⥆いたと㬞長明は記しているが，౛えば⚟஭県水

月湖の湖ᗏから᥇取された年⦤の一年ごとの分ᯒから，ලయ的なẼೃኚືが文⊩と付き合わせられたりはし

ないのだろうか。もちろん⚟஭県と京都ᗓとはẼೃが㐪うはずだが，『方୔記』は୙సが඲国的なものだった

とド言している。年⦤の研究者は，文⊩が残っているような᪂しい時代のࣉࣥࢧルには興࿡がないかもしれ

ないが，もし大㣚㤡につながる␗常Ẽ㇟が年⦤で☜ㄆできれば，その≉ᚩをᣦᶆにして，㏫にいつ㣚㤡が㉳

きていたか，文⊩に拠らずࣜストࣉࢵ࢔できるかもしれない。それはᨻ἞ྐ・経῭ྐのື向と῝くࣜࣥࢡす

るྍ⬟ᛶがある。

「文理融合」とは，ただ文⣔⛉目と理数⣔⛉目ができることではないだろう。高校生には，あらࡺること

に興࿡をᣢってほしいと思うし，高校はそれがྍ⬟になるような⎔ቃをഛえる࡭きである。
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